
１．本研究の目的

　バドミントン協会がイングランド南部のサウスシーで設
立されるのは 1893 年のことであるが、それ以前の英国で
のバドミントンの普及過程については不明な点が多い。
　たとえば、アダムズはバドミントンの誕生と普及につい
て、「バドミントンと呼ばれる他と異なるゲームがいつ出
現したか、その日付を特定することはおよそ不可能なこと
だが、あらゆる証拠が示唆しているのは、ウィングフィー
ルド少佐が 1874 年に『スファイリスティケないしはロー
ンテニス』を売り出すより前に、インドと英国の両方でバ
ドミントンが一つのゲームとしてアイデンティティを確立
していたということである。それゆえ、バドミントンは１
年ないしは２年古いゲームだったと主張することができ
る」と述べている。1) 

　これに対し、ギランは 1873 年 5 月 31 日付の『フィール
ド』紙に「バトルドアのバドミントン・ゲーム」に関する
質問記事とそれに対する回答が数多く寄せられていたこ
と、1873 年 10 月にはインドに赴任していたフォーブズ少
佐による独自のルールを掲載した『バドミントン・ハンド
ブック』（カルカッタで刊行）の内容、さらに別の読者が送っ
たインドのナグポール Nagpore（現ナグプール）、マレー
Murree、パンジャブ Punjab のローカルルールが『フィー
ルド』紙で紹介されていたことを指摘している。2) 
　また松井は、1873 ～ 1874 年に英国で刊行された新聞の
記事と広告を検討し、以下の指摘を行っている。
①‌�　1873 年 6 月 7 日付の『チェルトナム・ルッカー・オン』

紙にジェイムズ・リリーホワイトによる「インディアン・
ローン・ゲーム、バドミントンないしはローン・ラケッ
ツ」の広告が掲載されている（図１を参照）。
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たたととええばば、、アアダダムムズズははババドドミミンントトンンのの誕誕生生とと普普及及ににつついいてて、、「「ババドドミミンントトンンとと呼呼ばばれれるる他他とと異異ななるるゲゲーー

ムムががいいつつ出出現現ししたたかか、、そそのの日日付付をを特特定定すするるここととははおおよよそそ不不可可能能ななここととだだがが、、ああららゆゆるる証証拠拠がが示示唆唆ししてていいるる

ののはは、、ウウィィンンググフフィィーールルドド少少佐佐がが 11887744 年年にに『『ススフファァイイリリスステティィケケなないいししははロローーンンテテニニスス』』をを売売りり出出すすよよ

りり前前にに、、イインンドドとと英英国国のの両両方方ででババドドミミンントトンンがが一一つつののゲゲーームムととししててアアイイデデンンテティィテティィをを確確立立ししてていいたたとといい

ううここととででああるる。。そそれれゆゆええ、、ババドドミミンントトンンはは１１年年なないいししはは２２年年古古いいゲゲーームムだだっったたとと主主張張すするるここととががででききるる」」

とと述述べべてていいるる。。11))    
ここれれにに対対しし、、ギギラランンはは 11887733 年年 55 月月 3311 日日付付のの『『フフィィーールルドド』』紙紙にに「「ババトトルルドドアアののババドドミミンントトンン・・ゲゲーー

ムム」」にに関関すするる質質問問記記事事ととそそれれにに対対すするる回回答答がが数数多多くく寄寄せせらられれてていいたたこことと、、11887733 年年 1100 月月ににははイインンドドにに赴赴

任任ししてていいたたフフォォーーブブズズ少少佐佐にによよるる独独自自ののルルーールルをを掲掲載載ししたた『『ババドドミミンントトンン・・ハハンンドドブブッックク』』（（カカルルカカッッタタ

でで刊刊行行））のの内内容容、、ささららにに別別のの読読者者がが送送っったたイインンドドののナナググポポーールル NNaaggppoorree（（現現ナナググププーールル））、、ママレレーー

MMuurrrreeee、、パパンンジジャャブブ PPuunnjjaabb ののロローーカカルルルルーールルがが『『フフィィーールルドド』』紙紙でで紹紹介介さされれてていいたたここととをを指指摘摘ししてていい

るる。。22))    
  ままたた松松井井はは、、11887733～～11887744 年年にに英英国国でで刊刊行行さされれたた新新聞聞のの記記事事とと広広告告をを検検討討しし、、以以下下のの指指摘摘をを行行っってていい

るる。。  
①①  11887733 年年 66 月月 77 日日付付のの『『チチェェルルトトナナムム・・ルルッッカカーー・・オオンン』』紙紙ににジジェェイイムムズズ・・リリリリーーホホワワイイトトにによよるる

「「イインンデディィアアンン・・ロローーンン・・ゲゲーームム、、ババドドミミンントトンンなないいししははロローーンン・・ララケケッッツツ」」のの広広告告がが掲掲載載さされれてていいるる

（（図図１１をを参参照照））。。  
                                        図図１１．．  

  
ジジェェイイムムズズ・・リリリリーーホホワワイイトトにによよるる広広告告  
『『チチェェルルトトナナムム・・ルルッッカカーー・・オオンン』』紙紙  

（（11887733 年年 66 月月 77 日日付付、、pp..335555））  
  
②②  同同年年 77 月月 2233 日日付付のの『『トトーーンントトンン・・ククーーリリエエ＆＆ウウェェススタタンン・・アアドドヴヴァァタタイイザザーー』』紙紙にに「「ババドドミミンントト

ンン」」をを「「ババトトルルドドアア＆＆シシャャトトルルココッックク」」のの「「新新ゲゲーームム」」ととししてて紹紹介介すするる記記事事がが掲掲載載さされれてていいるる。。  
③③  同同年年 1122 月月にに、、ググラランントト・・ブブララザザーースス（（エエククセセタターー））、、ジジャャッックク＆＆ササンン（（ロロンンドドンン））、、ＡＡ・・ＴＴ・・リリーーズズ

（（レレススタターー））にによよるる「「新新ゲゲーームム」」ババドドミミンントトンンのの用用具具のの広広告告がが掲掲載載さされれてていいるる。。33))  
  松松井井はは、、ここののよよううなな英英国国ににおおけけるる新新聞聞広広告告のの出出さされれたた時時期期ととととももにに、、同同年年 1100 月月 2222 日日付付のの『『ウウェェススタタ

ンン・・デデイイリリーー・・ププレレスス』』紙紙（（４４頁頁））にに掲掲載載さされれたた下下記記のの論論説説もも参参照照ししたたううええでで、、11887733 年年ににはは英英国国でで「「新新

ゲゲーームム」」ババドドミミンントトンンのの内内容容をを詳詳ししくく知知るる者者ははままだだそそうう多多くくははいいななかかっったたもものののの、、同同年年ににはは英英国国本本土土ででのの

普普及及がが始始ままっってていいたたととすするる見見解解をを示示ししてていいるる。。  
  

ジェイムズ・リリーホワイトによる広告
『チェルトナム・ルッカー・オン』紙

（1873 年 6 月 7 日付、p.355）

②‌�　同年 7 月 23 日付の『トーントン・クーリエ＆ウェス
タン・アドヴァタイザー』紙に「バドミントン」を「バ
トルドア＆シャトルコック」の「新ゲーム」として紹介
する記事が掲載されている。

③‌�　同年 12 月に、グラント・ブラザース（エクセター）、
ジャック＆サン（ロンドン）、Ａ・Ｔ・リーズ（レスター）
による「新ゲーム」バドミントンの用具の広告が掲載さ
れている。3)

　松井は、このような英国における新聞広告の出された時
期とともに、同年 10 月 22 日付の『ウェスタン・デイリー・
プレス』紙（４頁）に掲載された下記の論説も参照したう
えで、1873 年には英国で「新ゲーム」バドミントンの内
容を詳しく知る者はまだそう多くはいなかったものの、同
年には英国本土での普及が始まっていたとする見解を示し
ている。

「オックスフォード主教が教会会議において説教を行い、
牧師たるものは民衆の遊戯とは一線を画すよう勧めた。し
かしながら、支持されるべき娯楽の特徴については一切話
されていない。　・・・・（中略）・・・・
　牧師にふさわしい娯楽は狐狩り、クローケー、バドミン
トン、屋内ではビリヤード（かつてフィッツハーディング
卿は彼が地方の牧師と真夜中に試合をしたと我々に話し
た）、ホイストゲーム、そしてベジークだといわれる。イ
ングランドの民衆は狐を追うハンターではないし、彼らは
クローケーにはほぼ無関心であり、多くの者はバドミント
ンが何を意味するかを知りはしない。平凡な娯楽は通常の
屋外ゲームに、ボートレース、競馬、またいくつかの地域
では、レスリング、闘鶏とねずみつかみによりさまざまな
機会を加えたものである。もしもオックスフォード主教が
許可されるスポーツと遊戯のリストを提供していたなら、
何が正しい事で何が正しくない事かが分かり、彼が説教を
行う牧師や関係者の役に立っていたことだろう。」4)

　松井は「新ゲーム」バドミントンの英国での普及が本格
化するのは 1873 年以降のことと見ているが、これとほぼ
同様の見解を示しているのがテニス史家のロバート・Ｔ・

エヴァリットとリチャード・Ａ・ヒルウェイである。彼ら
は『ローンテニスの誕生』の中でこう述べている。

　「英国の新聞記事が示唆するのは、1873 年にはほとんど
の英国人はまだ新奇なバドミントンというゲームが何であ
るか気づいていなかったということだ。」5) 

　たとえば、『英国の田園スポーツ（British Rural Sports）』
はそこで数百にも及ぶ英国のスポーツとゲームを記載して
いるが、1868 年版にはバドミントンの記載がなかったと
いう。
　エヴァリットはローンテニスが「誕生」する 1874 年の
1 年前、すなわち 1873 年に『フィールド』紙でインドのルー
ルが紹介されたのに加え、バドミントンの得点方法がラ
ケッツ競技 rackets からの借用であったこと 6)、やはり
1873 年の夏に『フィールド』紙が「クローケーの衰退」
に関するコラムを掲載し、それに代わる「新ゲーム」とし
てバドミントンへの関心が持たれていたものの、「バドミ
ントンのルールは何か。1873 年のほとんどの英国人はそ
のルールを知らなかった」と述べている。7) 
　周知のように、『フィールド』紙と、後にローンテニス
を採用し、ウィンブルドンでオープン選手権大会を開催す
ることになるオール・イングランド・クローケー・クラブ

（以下、AECC）との間には浅からぬコネクション（人的
関係）があった。同紙編集長のジョン・Ｈ・ウォルシュは
AECC の設立時からの役員であり、後に特別記者となる

「キャベンディッシュ」（ヘンリー・ジョーンズ）もクラブ
設立時からの会員の一人だったからである。そのため、当
時のバドミントンとクローケー、ローンテニスとの歴史的
関係を検討する上で、同紙はきわめて重要な史料の一つと
捉えることも可能だろう。そこで本研究では、英国本土で
バドミントンが本格的に紹介され始める 1873 年からウィ
ンブルドンでローンテニス選手権大会が開催される 1877
年までの 5 年間を対象に、同紙に掲載されたバドミントン
関連の記事と広告の概要を提示し、今後の研究課題を示す
ことにする（図２を参照）。8) 

２．『フィールド』紙の記事と広告

（１）記事
　管見では、先行研究で指摘された『フィールド』紙にお
けるバドミントン関連の記事は 1873 年 5 月 31 日から
1874 年 3 月 21 日までの 6 件だったが（表１）、本研究で
はこれらを含む計 19 件の記事を検討した（表２）。先行研
究が挙げる記事の内容は複数のルールを含み、当時の英領
インドにおけるバドミントンの実施内容と英国本土での普
及、とくに AECC によるバドミントンの受容を含む重要
な記事といえる。しかしながら、同紙にはその後もバドミ
ントンに関わる記事やバドミントンへの言及が見られる記
事が複数掲載されており、その件数は 1874 年だけで 9 件
に及んだ。ただし 1875 年以降、バドミントンへの言及は
減少し、1877 年には該当する記事を見つけることはでき
なかった。
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図２．『フィールド』紙創刊号の表紙（1853 年 1 月 1 日付）
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図図２２．．『『フフィィーールルドド』』紙紙創創刊刊号号のの表表紙紙（（11885533 年年 11 月月 11 日日付付））  
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　記事の概要を整理すると、1873 ～ 1876 年までの 4 年間
でバドミントンに言及した記事の多くは、「キャベンディッ
シュ」が担当する〔娯楽 Pastimes〕欄での記事であり、
全部で 11 件あった。それ以外の記事は、いわゆる〔投書〕
欄における記事が多かったが、別のスポーツ（クリケット、
射撃、釣り）に関する記事の中でも言及が見られた。
　とくに本研究に関して重要と考えられる事項をまとめる
と、以下のとおりとなる。
１）ルールを含むゲーム内容の紹介
　表２の①及び②で紹介されたバドミントンのルールの特
徴をまとめたのが表３（『フィールド』紙に掲載されたルー
ル）である。これらはいずれもインドで行われていた「新
ゲーム」のルールである。コートの大きさは横が 15 ～ 20
フィートで縦が 28 ～ 39 フィート、形は長方形型ないしは
長方形を基本とする砂時計型である（現在は20×44フィー
トの長方形）。中央に張られるネットないしはロープの高
さは 4 ～ 5 フィート 6 インチ（現在は 5 フィート）で、ダ
ブルスがもっとも一般的だが、トリプルス、クオドラプル
ズも可能とされた。得点方法はいわゆるサイドアウト制（イ
ニング制）の 15 点ゲームで、13 点オールの場合は 5 点、
14 点オールの場合は 3 点のセッティング（タイブレーク）
を行うことが認められていた。ちなみにフォーブズ少佐は
この得点方法がラケッツ競技からの借用であり、公平性を
保つうえでも有効だと述べている。カルカッタ、ナグポー
ル、マレーのルールに共通していたのは、ゲーム開始時の
サーヴ権が１人にしか与えられないとする規定であった。
プレイヤーが個々に用いる用具はバトルドアとシャトル
コックであるが、ナグプールのゲームについてはバトルド
アの記載がなく、ラケッツ用のラケットが使用された可能
性もある。
２）施設と用具

　対象資料において、バドミントンは屋外でも屋内でも行
えるゲームとして紹介されていた。先行研究でも指摘され
ているように、③の寄稿者はつぎのように述べている。

「‌�わたしは大いに興味をもってフォーブズ少佐の記事とバ
ドミントンのゲームのルールを読みました。湿潤な気候
のところでカントリーハウスを所有する他の者たちは、
私自身がそうであるように、屋内でできる女性と男性の
ための運動量が多いエクササイズを伴うゲームは大いな
る掘り出し物になるだろうとしばしば感じてきたことは
疑いありません。もし読者の何人かが私たちにバドミン
トンがいつも屋内でプレイされるか、そしてわたしたち
の求めに敵った他のちょうどいいゲームについて教えて
くれるなら、彼らは大いなる利益をもたらしてくれるで
しょう。まわりに何もなく、屋根で守られた 30 フィー
ト× 40 フィートの平らなセメントのフロアないしは舗
床は 100 ポンド以下で建てられるでしょう。雨除けの下
で、誰かの来客を健康的な運動、そして多くの楽しみと
喜びによって雨の日の多くの時間を過ごせるかもしれま
せん。」

　⑧は、『クイーン』紙に掲載されたバドミントンに関す
る記事に言及したものであり、「バドミントンではライン
を描く際にプレイヤーがつまずくのを避けるため、ロープ
を釘で打ち付けることはせず、それはローンテニスについ
てもあてはまる」、との記載があった。また⑫は、「軽いネッ
トを用いることで、コートは少しの時間でローンテニス・
コートにもバドミントン・コートにもなる」と述べている。
いずれも、ローンテニスとの施設面での類似性が垣間見え
る興味深い記事である。逆に⑬は、AECC のヘイルが「ク
ローケーの衰退」について投稿した際、彼自身、バドミン
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載載さされれてておおりり、、そそのの件件数数はは 11887744 年年だだけけでで 99 件件にに及及んんだだ。。たただだしし 11887755 年年以以降降、、ババドドミミンントトンンへへのの言言及及はは

減減少少しし、、11887777 年年ににはは該該当当すするる記記事事をを見見つつけけるるここととははででききななかかっったた。。  
  記記事事のの概概要要をを整整理理すするるとと、、11887733～～11887766 年年ままででのの 44 年年間間ででババドドミミンントトンンにに言言及及ししたた記記事事のの多多くくはは、、「「キキ

ャャベベンンデディィッッシシュュ」」がが担担当当すするる〔〔娯娯楽楽 PPaassttiimmeess〕〕欄欄ででのの記記事事でであありり、、全全部部でで 1111 件件ああっったた。。そそれれ以以外外のの記記

事事はは、、いいわわゆゆるる〔〔投投書書〕〕欄欄ににおおけけるる記記事事がが多多かかっったたがが、、別別ののススポポーーツツ（（ククリリケケッットト、、射射撃撃、、釣釣りり））にに関関すす

るる記記事事のの中中ででもも言言及及がが見見らられれたた。。  
  ととくくにに本本研研究究にに関関ししてて重重要要とと考考ええらられれるる事事項項ををままととめめるるとと、、以以下下ののととおおりりととななるる。。  
１１））ルルーールルをを含含むむゲゲーームム内内容容のの紹紹介介  
  表表２２のの①①及及びび②②でで紹紹介介さされれたたババドドミミンントトンンののルルーールルのの特特徴徴ををままととめめたたののがが表表３３（（『『フフィィーールルドド』』紙紙にに掲掲

載載さされれたたルルーールル））ででああるる。。ここれれららははいいずずれれももイインンドドでで行行わわれれてていいたた「「新新ゲゲーームム」」ののルルーールルででああるる。。ココーートト

のの大大ききささはは横横がが 1155～～2200 フフィィーートトでで縦縦がが 2288～～3399 フフィィーートト、、形形はは長長方方形形型型なないいししはは長長方方形形をを基基本本ととすするる砂砂

時時計計型型ででああるる（（現現在在はは 2200××4444 フフィィーートトのの長長方方形形））。。中中央央にに張張らられれるるネネッットトなないいししははロローーププのの高高ささはは 44～～55
フフィィーートト 66 イインンチチ（（現現在在はは 55 フフィィーートト））でで、、ダダブブルルススががももっっとともも一一般般的的だだがが、、トトリリププルルスス、、ククオオドドララププ

ルルズズもも可可能能ととさされれたた。。得得点点方方法法ははいいわわゆゆるるササイイドドアアウウトト制制（（イイニニンンググ制制））のの 1155 点点ゲゲーームムでで、、1133 点点オオーールル

のの場場合合はは 55 点点、、1144 点点オオーールルのの場場合合はは 33 点点ののセセッッテティィンンググ（（タタイイブブレレーークク））をを行行ううここととがが認認めめらられれてていい

たた。。ちちななみみににフフォォーーブブズズ少少佐佐ははここのの得得点点方方法法ががララケケッッツツ競競技技かかららのの借借用用でであありり、、公公平平性性をを保保つつううええででもも有有

効効だだとと述述べべてていいるる。。カカルルカカッッタタ、、ナナググポポーールル、、ママレレーーののルルーールルにに共共通通ししてていいたたののはは、、ゲゲーームム開開始始時時ののササーー

ヴヴ権権がが１１人人ににししかか与与ええらられれなないいととすするる規規定定ででああっったた。。ププレレイイヤヤーーがが個個々々にに用用いいるる用用具具ははババトトルルドドアアととシシャャ

トトルルココッッククででああるるがが、、ナナググププーールルののゲゲーームムににつついいててははババトトルルドドアアのの記記載載ががななくく、、ララケケッッツツ用用ののララケケッットトがが

使使用用さされれたた可可能能性性ももああるる。。  
２２））施施設設とと用用具具  
  対対象象資資料料ににおおいいてて、、ババドドミミンントトンンはは屋屋外外ででもも屋屋内内ででもも行行ええるるゲゲーームムととししてて紹紹介介さされれてていいたた。。先先行行研研究究でで

もも指指摘摘さされれてていいるるよよううにに、、③③のの寄寄稿稿者者ははつつぎぎののよよううにに述述べべてていいるる。。  
  
表表１１．．先先行行研研究究にに見見るる『『フフィィーールルドド』』紙紙ににおおけけるるババドドミミンントトンン関関連連のの記記事事  

11887733 年年  
①①「「ババトトルルドドアアののババドドミミンントトンン・・ゲゲーームム」」にに関関すするる質質問問記記事事がが投投稿稿さされれるる。。[[55//3311]]（（GGuuiillllaaiinn,,  pp..4488））  
②②フフォォーーブブズズ少少佐佐ががカカルルカカッッタタでで出出版版ししたたババドドミミンントトンンののハハンンドドブブッッククがが掲掲載載さされれるる。。[[1100//1111]]（（EEvveerriitttt  &&  

HHiillllwwaayy,,  pp..3333））  
③③イインンドドののママレレーー（（パパンンジジャャブブ州州））でで採採用用さされれてていいたたルルーールルがが掲掲載載さされれるる。。ままたた、、ここれれととはは別別ににジジェェイイムムズズ・・

リリリリーーホホワワイイトトががゲゲーームムのの解解説説ととルルーールルをを印印刷刷ししてていいたたここととがが示示さされれるる。。[[1100//1188]]（（JJaaccoobbss、、松松井井〔〔22001155,,  
22001166〕〕、、EEvveerriitttt  &&  HHiillllwwaayy,,  pp..2277））  

④④「「全全天天候候型型」」ののココーートトをを設設ええるる経経費費はは 110000 ポポンンドドにに満満たたなないいととすするるああるる記記事事がが掲掲載載さされれるる。。[[1100//1188]]  
（（GGuuiillllaaiinn,,  pp..5511））  

⑤⑤ババドドミミンントトンンをを「「レレデディィーースス・・テテニニスス」」とと呼呼んんででははどどううかかととのの意意見見記記事事がが掲掲載載さされれるる。。[[1111//88]]（（EEvveerriitttt  &&  
HHiillllwwaayy,,  pp..3333））  

11887744 年年  
⑥⑥ジジョョンン・・HH・・ヘヘイイルル（（AAllll  EEnnggllaanndd  CClluubb））がが「「ククロローーケケーーのの衰衰退退のの兆兆しし」」へへのの投投稿稿のの中中でで、、「「ロローーンンテテニニ

スス」」とと「「ババドドミミンントトンン．．・・ゲゲーームム（（tthhee  ggaammee  ooff  BBaaddmmiinnttoonn））」」ををククララブブ内内でで導導入入すするる可可能能性性ににつついいてて言言及及

すするる。。[[33//2211]]（（TToodddd,,  pp..3388））  

表１．先行研究に見る『フィールド』紙におけるバドミントン関連の記事
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表表２２．．『『フフィィーールルドド』』紙紙ににおおけけるるババドドミミンントトンン関関連連記記事事（（11887733～～11887777 年年））  
11887733 年年  
  ①①〔〔カカンントトリリーーハハウウスス短短信信とと質質問問〕〕でで、、ババトトルルドドアアのの「「ババドドミミンントトンン・・ゲゲーームム」」にに関関すするる質質問問とと回回答答２２件件がが

掲掲載載さされれるる。。  [[55//3311,,  66//77,,  66//2288]]（（表表１１①①））  
②②〔〔娯娯楽楽 PPaassttiimmee〕〕のの「「ババドドミミンントトンンののゲゲーームム」」でで、、カカルルカカッッタタ、、ナナググププーールル、、ママレレーーののルルーールルがが記記載載さされれ

るる。。ままたた、、ジジェェイイムムズズ・・リリリリーーホホワワイイトトにによよるるルルーールルへへのの言言及及ががななさされれるる。。[[1100//1111,,  1100//1188]]（（表表１１②②③③））  
  ③③〔〔娯娯楽楽〕〕でで、、「「屋屋内内ののババドドミミンントトンン」」がが掲掲載載さされれるる。。[[1100//1188]]（（表表１１④④））  
  ④④〔〔投投書書〕〕でで、、ババドドミミンントトンンをを「「レレデディィーースス・・テテニニスス」」とと呼呼ぶぶ提提案案がが掲掲載載さされれるる（（ララケケッッツツよよりりももテテニニススにに

似似てていいるるととのの理理由由））[[1111//88]]（（表表１１⑤⑤））  
11887744 年年  

⑤⑤〔〔娯娯楽楽〕〕にに掲掲載載さされれたた「「ククロローーケケーーのの衰衰退退」」でで、、ババドドミミンントトンンへへのの言言及及あありり。。[[33//2211（（表表１１⑥⑥,,  33//2288]]  
⑥⑥〔〔投投書書〕〕でで、、ババドドミミンントトンンののルルーールルににつついいててはは、、上上記記②②のの記記事事をを参参照照すするる旨旨のの回回答答あありり。。[[66//66]]  
⑦⑦〔〔ククリリケケッットト〕〕でで、、リリッッチチモモンンドド・・ククララブブととササリリーー・・ククララブブのの試試合合結結果果をを伝伝ええるる記記事事でで、、会会場場にに「「ククロローー

ケケーー、、ロローーンンテテニニスス、、ババドドミミンントトンン用用ググララウウンンドド」」がが設設営営さされれてていいたたととのの言言及及あありり。。[[66//1133]]  
⑧⑧〔〔娯娯楽楽〕〕にに掲掲載載さされれたた「「ロローーンンテテニニスス」」にに関関すするる記記事事でで、、ババドドミミンントトンン・・ココーートトののラライインンのの引引きき方方ににつついい

てて言言及及。。[[77//2255]]  
⑨⑨〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ロローーンンテテニニスス」」でで、、ババドドミミンントトンンがが「「よよりり女女性性向向ききででああるる」」ととのの言言及及あありり。。[[88//11]]  

    ⑩⑩〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ススフファァイイリリスステティィケケなないいししははロローーンンテテニニスス」」でで、、ウウィィンンググフフィィーールルドド少少佐佐ががババドドミミンントトンンにに

言言及及  [[88//1155]]  
    ⑪⑪〔〔射射撃撃〕〕のの「「ムムーーアアズズ TThhee  MMoooorrss〔〔ノノーースス・・ヨヨーーククシシァァ〕〕」」にに関関すするる記記事事ででババドドミミンントトンンへへのの言言及及  [[88//1155]]  
        「「狩狩猟猟会会はは規規模模がが大大ききくくななりり、、ラライイチチョョウウをを撃撃ちち殺殺すすこことと以以外外にに小小規規模模のの娯娯楽楽ががゲゲスストトにに提提供供さされれるる。。荒荒

野野にに設設ええらられれたた高高価価なな小小屋屋ににははビビリリヤヤーードド台台、、ククロローーケケーー、、ババドドミミンントトンン、、ロローーンンテテニニススののたためめのの施施設設、、

小小劇劇場場ななどどああららゆゆるるももののががああるる。。」」  
  ⑫⑫〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ロローーンンテテニニスス」」でで、、ババドドミミンントトンンにに言言及及  [[1100//2244]]  
        「「軽軽いいネネッットトをを用用いいるるここととでで、、ココーートトははちちょょっっととししたた時時間間ででロローーンンテテニニスス・・ココーートトににももババドドミミンントトンン・・ココ

ーートトににももななるる。。」」  
  ⑬⑬〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ロローーンンテテニニスス」」でで、、ジジョョンン・・HH・・ヘヘイイルルががババドドミミンントトンンにに言言及及  [[1122//1122]]    
    「「そそのの時時、、わわたたししははババドドミミンントトンンががシシャャトトルルででププレレイイさされれるるゲゲーームムででああるるここととをを知知ららずずににそそののゲゲーームムををババ

ドドミミンントトンンとと呼呼んんででいいままししたた。。」」  
11887755 年年  
  ⑭⑭〔〔釣釣りり〕〕のの「「ああななごご釣釣りり」」にに関関すするる記記事事でで、、ババドドミミンントトンンにに言言及及  [[11//1166]]  
            「「８８月月ののイイーースストト・・ハハムム EEaasstt  HHaamm でで娯娯楽楽をを見見つつけけるるののははたたいいへへんん難難ししかかっったた。。ククロローーケケーーははままだだ先先だだ

しし、、ババドドミミンントトンン（（飲飲みみ物物のの別別名名））ととロローーンンテテニニススはは夢夢でで想想ううここととささええななかかっったた。。」」  
⑮⑮〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ロローーンンテテニニススととババドドミミンントトンン」」でで、、「「オオーールル・・イインンググラランンドド・・ククロローーケケーー・・ククララブブのの理理事事会会

CCoommmmiitttteeee ががウウィィンンブブルルドドンンののククララブブ用用ググララウウンンドドのの一一部部ををロローーンンテテニニススととババドドミミンントトンンにに供供すするる決決定定

をを行行っったた」」ととのの記記事事  [[44//1177,,  44//2244]]  
⑯⑯〔〔娯娯楽楽〕〕のの「「ロローーンンテテニニスス、、ババドドミミンントトンン、、ククロローーケケーー」」でで、、オオーールル・・イインンググラランンドド・・ククロローーケケーー・・ククララ

ブブのの 11887755 年年ののププロロググララムム内内容容（（ロローーンンテテニニススととババドドミミンントトンンをを含含むむ））がが紹紹介介さされれるる  [[44//2244]]  
⑰⑰〔〔通通信信欄欄〕〕ババドドミミンントトンンののルルーールルはは②②をを参参照照ででききるるがが、、ロローーンンテテニニススののルルーールルににつついいててはは、、複複数数ののババリリエエ

ーーシショョンンががああるるたためめ、、メメリリルルボボーーンン・・ククリリケケッットトククララブブののテテニニスス協協議議会会にに調調整整をを依依頼頼ししたたととのの記記事事  [[55//88]]  

4719世紀英国におけるバドミントンの普及に関する研究－『フィールド』紙（1873～1877年）の記事及び広告の概要について―
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11887766 年年  
⑱⑱〔〔総総説説〕〕のの「「ススケケーートトリリンンククのの社社会会的的側側面面」」でで、、ババドドミミンントトンンととククロローーケケーーのの「「発発明明」」にに言言及及[[44//1155]]  
⑲⑲「「レレデディィーースス・・ババドドミミンントトンン・・トトーーナナメメンントト（（テテイインンママスス））」」のの試試合合結結果果のの記記事事  [[99//22]]  

11887777 年年  
  該該当当記記事事ななしし  

  
表表３３．．『『フフィィーールルドド』』紙紙にに掲掲載載さされれたたルルーールル  
投投 稿稿 者者

名名  
〔〔地地名名〕〕  

JJ..  HH..  FF..  WW..  
〔〔不不明明〕〕  

MMaajjoorr  FFoorrbbeess,,  SS..CC..  
〔〔カカルルカカッッタタ〕〕  

LLaaddiieess’’  RRaacckkeettss  
〔〔ナナググポポーールル〕〕88//1100 付付  

WW..  MM..  
〔〔ママレレーー〕〕88//2200 付付  

ココーートト  
  

大大ききささはは記記載載ななしし

〔〔屋屋内内〕〕  
2288 フフィィーートト××2200 フフィィ

ーートト〔〔長長方方形形〕〕  
3300フフィィーートト××1155フフィィーー

トト（（ダダブブルルスス用用））〔〔長長方方

形形〕〕  

3399フフィィーートト××2200フフィィーー

トト〔〔砂砂時時計計形形((ネネッットト部部

分分ののみみ))〕〕  
人人数数  ４４  ４４、、６６、、８８  ４４（（６６、、８８））  ４４  
ネネ ッッ トト

（（ ロロ ーー

ププ））のの高高

ささ  

４４フフィィーートトなないいししはは

そそれれ以以上上  
５５フフィィーートト６６イインンチチ  ５５フフィィーートト  ５５フフィィーートト  

ススココアア  1155 点点制制  1155 点点制制  1155 点点制制  1155 点点制制、、２２ゲゲーームム先先取取  
セセ ッッ テテ

ィィンンググ  
  

記記載載ななしし  セセッッテティィンンググ（（1133点点オオ

ーールルのの時時はは 55 点点、、1144 点点

のの時時はは 33 点点））  

セセッッテティィンンググ（（1133 点点オオ

ーールルのの時時はは 55 点点、、1144 点点

のの時時はは 33 点点））をを行行ええるる  

セセッッテティィンンググ（（1133 点点オオ

ーールルのの時時はは 55 点点、、1144 点点

のの時時はは 33 点点））をを行行ええるる  
そそのの他他  ・・ババトトルルドドアアととシシャャ

トトルルココッックク  
・・ババトトルルドドアアととシシャャトト

ルルココッックク  
・・最最初初ののササーーヴヴ権権はは１１

人人ののみみ  
・・シシャャトトルルががババッットトにに

当当たたららななけけれればば、、ササ

ーーヴヴはは３３回回試試みみるる

ここととががででききるる  
・・女女性性ののたためめのの「「特特別別

ルルーールル（（男男性性ににササーー

ヴヴののややりりななおおししをを

要要求求ででききるる））」」  

・・シシャャトトルルココッックク  
・・最最初初ののササーーヴヴ権権はは１１

人人ののみみ  
・・ミミッッククススダダブブルルススをを

想想定定    

・・ババトトルルドドアアととシシャャトト

ルルココッックク  
・・最最初初ののササーーヴヴ権権はは１１

人人ののみみ  
  

出出典典  0077  JJuunnee  11887733,,  VVooll..  
4411,,  pp..554411  ((pp..1199  ooff  5566))  

1111  OOccttoobbeerr  11887733,,  
VVooll..4422,,  pp..337711  ((pp..1177  ooff  
4444))  

1111  OOccttoobbeerr  11887733,,  
VVooll..4422,,  pp..337711  ((pp..1177  ooff  
4444))  

1188  OOccttoobbeerr  11887733,,  VVooll..  
4422,,  pp..440099  ((pp..3311  ooff  4444))  

注注記記））““cclleeaann  oovveerr  tthhee  nneett””（（レレッットトははななしし））[[ママレレーー・・ルルーールル]]；；ジジェェイイムムズズ・・リリリリーーホホワワイイトトにによよるるルルーールル

ははママレレーー・・ルルーールルととほほぼぼ同同様様だだがが、、ココーートトががやややや狭狭かかっったた。。（（1188  OOccttoobbeerr  11887733,,  VVooll..  4422,,  pp..440099  ((pp..3311  ooff  4444))））  

表３．『フィールド』紙に掲載されたルール

注記）“clean over the net”（レットはなし）[ マレー・ルール ]；ジェイムズ・リリーホワイトによるルール
はマレー・ルールとほぼ同様だが、コートがやや狭かった。（18 October 1873, Vol. 42, p.409 (p.31 of 44)）
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トンがボールではなくシャトルコックを打ち合うゲームで
あるとの認識を持っていなかったことを開陳しており、こ
ちらはバドミントンとローンテニスの違いについての認識
がまだ曖昧さを含んでいた 1874 年 3 月当時の状況を垣間
見ることができる。
３）名称と特性
　上述のこととも関連するが、④ 1873 年 11 月 8 日の記事
は、ウィングフィールド少佐がローンテニスを発売する前
に書かれたもので、当時のバドミントンへの期待が見て取
れるとともに、バドミントンという名称がまだ十分に定着
していなかったことを示唆している。

「‌�上記の優れたゲームを『レディース』テニスと呼ぶこと
を提案させて下さい。それはテニスのゲームを改良した
もので、ラケッツよりも断然テニスに似ています。その
ゲームをバドミントンと呼ぶのはこのゲームにはまった
くあてはまりませんし、たいへん人気のある清涼飲料水
の名前を奪うことになります。」

　⑤は、先ほどふれた AECC のヘイルが寄稿したクロー
ケーの代替となるゲームとして、バドミントンの名を掲げ
た最初の記事である。その中で、彼はつぎのように述べて
いる。

「‌�我々はどのようにして今や閑散としたクローケー場での
幸福な再会の集いを再生すべきなのか。クローケーが途
絶えることはないだろうが、クローケー場の古参がたと
え観客としてであっても参加したくなる何か新しいもの
が求められている。４、５年前、わたしはクローケー用
具を用いてプールでもピラミッドでもプレイできるすば
らしいゲームを発見した。『ビリヤード台』と呼ばれる
境界線はテープで規定され、大きさは 30 フィート× 20
フィートである。だが、大きさはプレイヤーの数によっ
て変更しても良い。これらのゲームをクローケー場の一
方で行っていたなら、もう一方で我々はバドミントン・
ゲームを導入しても良かったもしれない。バドミントン
のゲームは、インド・ゴム製の２インチ大の中空のボー
ルを使用することでより進歩するかもしれない。テニス
のように返球されるために、サーヴィスは図のようにそ
れぞれのコーナーにある 3 フィート四方に立って打たれ
る。ネットの高さはプレイヤーによって調整されるべき
である。――5 フィートが一般的には十分な高さであ

図３．
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にによよっってて調調整整さされれるるべべききででああるる。。――――55 フフィィーートトがが一一般般的的ににはは十十分分なな高高ささででああるる。。」」（（図図３３をを参参照照））  
                                              図図３３．．  

  
  
  ままたたここのの記記事事ににはは編編集集部部かかららのの注注記記がが付付さされれててももいいたた。。内内容容はは以以下下ののととおおりりででああるる。。  
  
「「おおそそららくく、、他他のの記記事事でで記記述述さされれたたテテニニススがが改改良良さされれたたももののがが投投稿稿者者のの趣趣旨旨にに対対すするる回回答答ととななるるかかももししれれ

なないい。。」」  
  
  他他方方、、ロローーンンテテニニススととのの比比較較をを通通ししててババドドミミンントトンンのの特特性性ととししてて語語らられれてていいたたののがが、、ババドドミミンントトンンがが

「「よよりり女女性性向向ききででああるる」」ととのの言言説説ででああっったた（（⑨⑨））。。ままたた、、ここのの記記事事のの２２週週間間後後のの 11887744 年年 88 月月 1155 日日ににはは、、

ウウィィンンググフフィィーールルドド少少佐佐自自身身がが、、ロローーンンテテニニススででババトトルルドドアアをを使使用用ししててははどどううかかとといいうう別別のの読読者者かかららのの提提

案案にに対対しし、、「「ササロロピピアアンン氏氏ははババドドミミンントトンンとと取取りり違違ええてていいるるにに違違いいなないい」」とと述述べべてていいるる（（⑩⑩））。。  
  最最後後にに 11887766 年年 44 月月 1155 日日付付のの『『フフィィーールルドド』』紙紙にに掲掲載載さされれたた記記事事をを見見てておおききたたいい（（⑱⑱））。。ここれれはは「「ススケケ

ーートトリリンンククのの社社会会的的側側面面」」にに注注目目ししたた記記事事でで見見らられれたたももののでで、、ここのの記記事事でではは、、ババドドミミンントトンンととククロローーケケーー

ががととももにに「「発発明明品品」」ととししてて言言及及さされれてていいたた。。ここのの日日のの〔〔総総説説〕〕のの冒冒頭頭でで、、筆筆者者ははここうう述述べべてていいるる。。  
  
「「我我々々のの記記憶憶のの中中でで、、ロローーララーーススケケーートト（（sskkaattiinngg  uuppoonn  wwhheeeellss））のの場場合合ほほどど急急速速かかつつ強強固固にに定定着着ししたた遊遊

戯戯ははなないい。。ククロローーケケーー、、ババドドミミンントトンン、、そそのの他他のの普普通通にに男男女女でで実実施施ででききるる運運動動のの発発明明はは連連合合王王国国中中のの町町でで

相相次次ぐぐススケケーートト場場ででのの突突然然のの大大騒騒ぎぎのの前前にに色色ああせせててししままっったた。。」」  
  
  ももちちろろんん、、ここのの記記事事だだけけででじじっっささいいににババドドミミンントトンンのの普普及及にに陰陰りりががみみらられれたたととすするるののはは早早計計ででああろろうう。。

逆逆にに 11887755 年年 11 月月 1166 日日のの〔〔釣釣りり〕〕欄欄にに掲掲載載さされれたた次次ののよよううなな記記述述ももあありり、、ここここでではは、、「「ババドドミミンントトンン」」がが

ゲゲーームムのの名名称称ととししてて広広くく認認識識さされれるるよよううににななっったたとといいうう点点ののみみ確確認認ししてておおくくここととににししたたいい。。（（⑭⑭））  
  
「「８８月月ののイイーースストト・・ハハムム EEaasstt  HHaamm でで娯娯楽楽をを見見つつけけるるののははたたいいへへんん難難ししかかっったた。。ククロローーケケーーははままだだ先先だだ

しし、、ババドドミミンントトンン（（飲飲みみ物物のの別別名名））ととロローーンンテテニニススはは夢夢でで想想ううここととささええななかかっったた。。」」  
  
４４））普普及及とと実実施施状状況況  
  次次にに見見てておおききたたいいののはは、、ババドドミミンントトンンのの普普及及とと実実施施状状況況にに関関すするる記記述述ででああるる。。ままずずはは、、11887744 年年 66 月月 1133
日日にに掲掲載載さされれたたククリリケケッットト試試合合のの結結果果にに関関すするる記記事事ででああるる（（⑦⑦））。。記記事事はは、、66 月月 66 日日にに行行わわれれたたリリッッチチモモ

ンンドド・・ククララブブととササリリーー・・ククララブブのの試試合合結結果果をを伝伝ええたた後後、、ここうう記記述述ししてていいるる。。  
  

る。」（図３を参照）

　またこの記事には編集部からの注記が付されてもいた。
内容は以下のとおりである。

「‌�おそらく、他の記事で記述されたテニスが改良されたも
のが投稿者の趣旨に対する回答となるかもしれない。」

　他方、ローンテニスとの比較を通してバドミントンの特
性として語られていたのが、バドミントンが「より女性向
きである」との言説であった（⑨）。また、この記事の２
週間後の 1874 年 8 月 15 日には、ウィングフィールド少佐
自身が、ローンテニスでバトルドアを使用してはどうかと
いう別の読者からの提案に対し、「サロピアン氏はバドミ
ントンと取り違えているに違いない」と述べている（⑩）。
　最後に 1876 年 4 月 15 日付の『フィールド』紙に掲載さ
れた記事を見ておきたい（⑱）。これは「スケートリンク
の社会的側面」に注目した記事で見られたもので、この記
事では、バドミントンとクローケーがともに「発明品」と
して言及されていた。この日の〔総説〕の冒頭で、筆者は
こう述べている。

「‌�我々の記憶の中で、ローラースケート（skating upon 
wheels）の場合ほど急速かつ強固に定着した遊戯はな
い。クローケー、バドミントン、その他の普通に男女で
実施できる運動の発明は連合王国中の町で相次ぐスケー
ト場での突然の大騒ぎの前に色あせてしまった。」

　もちろん、この記事だけでじっさいにバドミントンの普
及に陰りがみられたとするのは早計であろう。逆に 1875
年 1 月 16 日の〔釣り〕欄に掲載された次のような記述も
あり、ここでは、「バドミントン」がゲームの名称として
広く認識されるようになったという点のみ確認しておくこ
とにしたい。（⑭）

「‌�８月のイースト・ハム East Ham で娯楽を見つけるのは
たいへん難しかった。クローケーはまだ先だし、バドミ
ントン（飲み物の別名）とローンテニスは夢で想うこと
さえなかった。」

４）普及と実施状況
　次に見ておきたいのは、バドミントンの普及と実施状況
に関する記述である。まずは、1874 年 6 月 13 日に掲載さ
れたクリケット試合の結果に関する記事である（⑦）。記
事は、6 月 6 日に行われたリッチモンド・クラブとサリー・
クラブの試合結果を伝えた後、こう記述している。

「‌�試合は大観衆により観戦され、クローケー、ローンテニ
ス、バドミントン用グラウンド（the croquet, lawn 
tennis, and badminton grounds）はいずれもたいへんな
賑わいだった。」

　また、ゲストをもてなすためのバドミントン場の設置に

4919世紀英国におけるバドミントンの普及に関する研究－『フィールド』紙（1873～1877年）の記事及び広告の概要について―



ついて、同年 8 月 15 日付の〔射撃欄〕ではこう記述され
た（⑪）。

「‌�狩猟会は規模が大きくなり、ライチョウを撃ち殺すこと
以外に小規模の娯楽がゲストに提供される。荒野に設え
られた高価な小屋にはビリヤード台、クローケー、バド
ミントン、ローンテニスのための施設、小劇場などあら
ゆるものがある。」

　
　つぎの記事も、ゲストのための措置ではあるが、上述の
記事以上に重要な記事といえる。それは、のちにローンテ
ニスのオープン・トーナメントを主催する AECC に関す
る記事だからである。
　1875 年 2 月、AECC は本拠地であるウィンブルドンの
クローケー場の一部を、新たにローンテニスとバドミント
ンに提供する決定を行った。9) 『フィールド』紙はその
ニュースを同年 4 月 17 日と一週間後の 24 日の二度にわ
たって掲載している（⑮）。とりわけ興味深いのは、24 日
付の同紙には、1875 年のプログラムが詳細に紹介されて
いた点である。以下は、同記事の抜粋である。

「AECC の 1875 年のシーズン・プログラムが編集部に
届いた。同運営理事会が『クラブ選手権大会のプログラ
ムとともに配付される規約のもと、シーズンを通して一
グラウンドがローンテニスとバドミントンのために準備
される』との告示を確認した。このプログラムは 4 月 8
日付であるが、月曜日にだけ配付された。ローンテニス
とバドミントンの規約は以下のとおりである。
『ボールとシャトルはグラウンド係（gardener）によ
り保管され、代金はクラブ員から係員に支払われる。ロッ
カーはラケット、ボール、シューズ、フランネル着など
を保管でき、一年間の使用料は 5 シリングである。クラ
ブ員は提供されるラケット、シューズ、平底の靴以外で
プレイしないよう強く求められる。クラブ選手権及び
オープン選手権のためにグラウンドが使用されている期
間は、ローンテニスないバドミントンは認められない。
プレイしないクラブ員及びビジターによる支払いに関す
るルールはクローケーの場合と同様となろう。』
　これらについて述べておきたいのは、平らな靴底の使
用についてのルールは絶対のもので、もっとも厳しい忠
告を当てにすることが認められるべきではない。もしそ
うしなれば、悪意があるかあるいは思慮の足りないクラ
ブ員ないしはビジターが、一時間の間に、一か月かけて
もなしえないより大きなダメージを芝に与えるかもしれ
ない。我々はまた、プログラムには記されていないが、
少額の手数料を支払うことで、バスルームと特別の更衣
室が提供されると聞いている。

　　・・・中略・・・
　クラブ員に提供される娯楽へのバドミントンとローン
テニスの追加、そして訪問者を案内する権利は疑いなく
本クラブでの実質的な利益となるだろう。２ギニーの会
費でいかに多くのことが得られるだろうか。」

　最後にふれておきたいのは、1876 年 9 月 2 日に掲載さ
れた「レディース・バドミントン・トーナメント（テイン
マス）」の記事である（⑲）。

「‌�先の日曜日、Ａ・サウジー氏より賞金が提供され、レディー
ス・バドミントン・トーナメント大会が開催された。ゲー
ムは概ね良い試合で、勝者は賞金を獲得するために奮闘
しなければならなかった。準決勝と決勝はとくに接戦で、
白熱した試合となった。」

　記事によれば、トーナメントの勝者はＦ・Ａ・ロビンソ
ンとＡ・Ｍ・ブラインで、Ｌ・ウェッブとＭ・ユールが２
位となった。敗者復活戦はＮ・モリスとＡ・サウジーが勝
利した。
　管見では、これが 1873 年から 1877 年にかけて『フィー
ルド』紙に掲載された唯一のバドミントン試合に関する記
事である。

（２）広告
　表４は、『フィールド』紙（1873 ～ 1877 年）に掲載さ
れたバドミントンに関わる広告をまとめたものである。広
告主は全部で 9 つあったが、その内の 3 つは出版物に関す
る広告で、用具等を含むものは 7 件であった。この内、先
行研究ですでにバドミントン用具を取り扱っていたことが
指摘されているのは、ジェイムズ・リリーホワイト（小売
店）、パーキンズ＆ゴットー（小売店）、クレマー（製造業
者）、ジェフリーズ商会（製造業者）、ジェイムズ・ブキャ
ナン（製造業者）であり、リリーホワイト以外はいずれも
ロンドンの業者だった。これに対し、ミリキン＆ラウリー
とＥ・ピアソンは本研究によって初めて紹介される業者で
ある。ミリキン＆ラウリーは 1875 年 5 月 22 日以降、「ロー
ン・ゲーム」として、テニス、バドミントン、クリケット、
クローケー、アーチェリーなどの用具を記載しており、Ｅ・
ピアソンは 1876 年 4 月 29 日以降、アーチェリー、ローン
テニス、クローケー、バドミントンの用具を記載していた。
両社とも店舗はロンドンにあった。
　対象時期で最初にバドミントン用具の広告を掲載したの
はジェイムズ・リリーホワイトだったが、その数は 4 件

（1873 年 10 月 18 日～同年 11 月 8 日）だけであった。そ
れに対し、同年 5 月 3 日以降に広告を掲載し始めるパーキ
ンズ＆ゴットーは、最初はクローケー用具のみだったが、
そこにジャックズ・アライヴとローン・ビリヤードが加わ
り（同年 5 月 10 日以降）、1874 年 4 月 25 日には『屋外ゲー
ムの説明書』の中にバドミントンが加えられた。さらに
1875 年 5 月 8 日以降は継続してバドミントン用具の広告
を掲載していた。その後も、クレマー、ジェフリーズ商会、
ミリキン＆ラウリー、E・ピアソン、J・ブキャナンが順次、
バドミントンの広告を掲載し始めた結果、バドミントン関
連の広告及び広告主の数はゆるやかに増加した。
　最後に用具関連広告においてとくに注目すべき事柄を指
摘しておきたい。それは 1874 年 9 月 19 日から 1875 年の
最終号まで掲載されていたジェフリーズ商会の広告におい
て、同社の特許申請されたバドミントン用のシャトルコッ
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クが「オール・イングランド・バドミントン・クラブ」で
使用されているとの情報が記載されていた点である。同ク
ラブの詳細は不明であるが、既述のように AECC は 1875
年以降、同クラブのクローケー場をローンテニスとバドミ
ントンにも貸し出すことを決定しており、そこで同社のバ
ドミントン用具が使用された可能性があり、たいへん興味
深い。
　つぎに出版物について見てみよう。先行研究ですでに指
摘されているのは、複数のルールブックの存在である。松
井は 1873 年 10 月 18 日付『フィールド』紙の記事から
1873 年 11 月までにジェイムズ・リリーホワイトが独自の
ルールを作成していた可能性が高いことを指摘している
が、ここで参照したリリーホワイトの広告にそれを示す具
体的な記述は見当たらなかった。また、蘭が紹介している
のは印刷会社であるトーマス・デ・ラ・ルー商会から出版
されたキャベンディッシュ（ヘンリー・ジョーンズ）著『ロー
ンテニスとバドミントン (Lawn Tennis and Badminton)』、
Ｊ・ブキャナン著『ニュー・ゲーム、ローンテニスとバド
ミントンのルール (Rules for the New Game Lawn Tennis 

and Badminton)』であり、ともに 1876 年の刊行とされて
いるが、前者の広告は 1875 年 12 月 18 日付の『フィールド』
紙に掲載されてもいた。さらにパーキンズ＆ゴットーが刊
行していた『屋外ゲームの説明書』にバドミントンが加わ
るのが 1874 年 4 月 25 日付の広告からのことであり、ミリ
キン＆ラウリーが 1875 年 5 月 22 日付以降の『新発明雑誌』
にバドミントンを加えるようになっていた。そして、『ボー
イズ・オウン・ブック』1876 年版には、ローンテニス、
バドミントン、ゴルフ、シンティが記載されるようになっ
た [1876 年 12/9 付 ]。
　1873 ～ 1877 年に掲載されたバドミントン関連の広告を
見ると、その件数は爆発的ではないものの、この間、ゆる
やかに増加していたことがわかる。『フィールド』紙の広
告を見る限り、「バドミントン」という名称は 1874 年以降、
定着していったように思われる。また 1875 年以降は、屋
外で行われるゲームの一つとして、とくに 1876 年以降は、
ローンテニスとバドミントンをセットにしたルールブック
が刊行され、普及が促されていたことがうかがわれた。
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にに 11887766 年年のの刊刊行行ととさされれてていいるるがが、、前前者者のの広広告告はは 11887755 年年 1122 月月 1188 日日付付のの『『フフィィーールルドド』』紙紙にに掲掲載載さされれてて

ももいいたた。。ささららににパパーーキキンンズズ＆＆ゴゴッットトーーがが刊刊行行ししてていいたた『『屋屋外外ゲゲーームムのの説説明明書書』』ににババドドミミンントトンンがが加加わわるるのの

がが 11887744 年年 44 月月 2255 日日付付のの広広告告かかららののここととでであありり、、ミミリリキキンン＆＆ララウウリリーーがが 11887755 年年 55 月月 2222 日日付付以以降降のの『『新新

発発明明雑雑誌誌』』ににババドドミミンントトンンをを加加ええるるよよううににななっってていいたた。。そそししてて、、『『ボボーーイイズズ・・オオウウンン・・ブブッックク』』11887766 年年版版

ににはは、、ロローーンンテテニニスス、、ババドドミミンントトンン、、ゴゴルルフフ、、シシンンテティィがが記記載載さされれるるよよううににななっったた  [[11887766 年年 1122//99 付付]]。。  
  11887733～～11887777 年年にに掲掲載載さされれたたババドドミミンントトンン関関連連のの広広告告をを見見るるとと、、そそのの件件数数はは爆爆発発的的ででははなないいもものののの、、ここ

のの間間、、ゆゆるるややかかにに増増加加ししてていいたたここととががわわかかるる。。『『フフィィーールルドド』』紙紙のの広広告告をを見見るる限限りり、、「「ババドドミミンントトンン」」とといい

うう名名称称はは 11887744 年年以以降降、、定定着着ししてていいっったたよよううにに思思わわれれるる。。ままたた 11887755 年年以以降降はは、、屋屋外外でで行行わわれれるるゲゲーームムのの

一一つつととししてて、、ととくくにに 11887766 年年以以降降はは、、ロローーンンテテニニススととババドドミミンントトンンををセセッットトににししたたルルーールルブブッッククがが刊刊行行ささ

れれ、、普普及及がが促促さされれてていいたたここととががううかかががわわれれたた。。  
  
  
表表４４．．『『フフィィーールルドド』』紙紙（（11887733～～11887777 年年））にに掲掲載載さされれたたババドドミミンントトンン関関連連のの広広告告主主一一覧覧  

  
①① パパーーキキンンズズ＆＆ゴゴッットトーー[[11887733..  55//33--]]・・ロロンンドドンンのの小小売売店店  

最最初初ははククロローーケケーー用用具具ののみみだだっったたがが、、55//1100  [[11887733]]  ににジジャャッッククズズ・・アアラライイヴヴととロローーンン・・ビビリリヤヤ

ーードドがが加加わわるる。。44//2255  [[11887744]]  にに『『屋屋外外ゲゲーームムのの説説明明書書』』ににババドドミミンントトンンがが加加ええらられれるる。。55//88  [[11887755]]  
ににはは以以下下のの広広告告。。  

  
      「「BBAADDMMIINNTTOONN  ((PPaarrkkiinnss  aanndd  GGoottttoo’’ss))..  ––  TThhee  nneeww  ggaammee..  PPrriiccee,,  3300ss..,,  4422ss..,,  6633ss..,,  ccoommpplleettee  ffoorr  

tteennnniiss  aallssoo,,  8844ss..,,  110055ss..,,SSpphhaaiirriissttiikkee  ((bbyy  lliicceennccee  ooff  tthhee  ppaatteenntteeee)),,  LL66..  OOuutt--ddoooorr  ggaammeess  ooff  eevveerryy  
ddeessccrriippttiioonn..  LLaawwnn  bboowwllss,,  AAuunntt  SSaallllyy,,  JJaacckk’’ss  AAlliivvee,,  &&cc..  ––  PPaarrkkiinnss  aanndd  GGoottttoo,,  2277  aanndd  2288,,  
OOxxffoorrdd--ssttrreeeett,,  LLoonnddoonn,,  WW..  LLiisstt  ooff  ggaammeess  ppoosstt  ffrreeee..」」[[0088  MMaayy  11887755,,  vvooll..4455,,  pp..445500  ((pp..2244  ooff  5566))]]  

        88//1122,,  11887766 ににババドドミミンントトンンへへのの記記載載ががななくくななるる  
  
  
  
  

表４．『フィールド』紙（1873 ～ 1877 年）に掲載されたバドミントン関連の広告主一覧
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②② ジジェェイイムムズズ・・リリリリーーホホワワイイトト（（チチェェルルトトナナムム））[[11887733,,  1100//1188,,  1100//2255,,  1111//11,,  1111//88]]  

  
  

      「「TThhee  NNeeww  OOuuttddoooorr  IInnddiiaann  LLaawwnn  GGaammee  
((PPrreettttiieerr,,  hheeaalltthhiieerr,,  aanndd  mmeerrrriieerr  tthhaann  CCrrooqquueett))  
BBAADDMMIINNTTOONN,,  OOrr  LLaawwnn  RRaaccqquueettss..  
SSoollee  RReeggiisstteerreedd  PPrroopprriieettoorr  ffoorr  tthhee  BBrriittiisshh  IIssllee,,  
JJaammeess  LLiillllyywwhhiittee,,  33,,  QQuueeeenn’’ss  cciirrccuuss,,  CChheelltteennhhaamm」」[[1188  OOcctt..  11887733,,  VVooll..  4422,,  pp..441100  ((pp..3322  ooff  4444))]]  
  

③③ ククレレママーー  [[11887744,,  77//1111--]]  WWiilllliiaamm  HHeennrryy  CCrreemmeerr    

  
「「LLaawwnn  TTeennnniiss,,  BBaaddmmiinnttoonn,,  CCrrooqquueett,,  CCrriicckkeett,,  AArrcchheerryy,,  BBoowwllss,,  LLooaaddeedd  SShhuuttttlleeccoocckkss  ffoorr  

ppllaayyiinngg  BBaaddmmiinnttoonn,,  ssuuppeerriioorr  RRaacckkeettss……」」[[1111  JJuullyy  11887744,,  vvooll..4444,,  ((pp..1122  ooff  5566))]]  
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④④ ジジェェフフリリーーズズ  [[11887744,,  99//1199--11887755]]  

・・ララケケッッツツ、、ククリリケケッットト、、テテニニスス、、ロローーンンテテニニススのの製製造造業業者者  
((11))  

  

[[1199  SSeepptteemmbbeerr  11887744,,  vvooll..4444,,  pp..332222  ((pp..3366  ooff  4488))]]  
  
((22))  

「「ジジェェフフリリーーズズのの名名高高いいララケケッッツツ、、テテニニスス・・ババッットト、、特特許許登登録録さされれたたケケーーンン・・ハハンンドドルル・・ララケケッッ

ツツ、、特特許許申申請請さされれたたガガッットトがが巻巻かかれれたたククリリケケッットト・・ボボーールル、、特特許許申申請請さされれたたババドドミミンントトンン用用のの

シシャャトトルルココッックク（（オオーールルイインンググラランンドド・・ババドドミミンントトンンククララブブでで使使用用さされれるる））、、ララケケッッツツ、、フファァ

イイヴヴズズ、、テテニニススのの最最高高級級ボボーールル、、ララケケッッツツ、、フファァイイヴヴズズ、、体体操操のの最最高高級級シシュューーズズ 11,,  LLoowweerr  WWoooodd--
ssttrreeeett,,  WWoooollwwiicchh,,  SS..EE..」」  
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「「PPaatteenntt  SShhuuttttlleeccoocckk  ffoorr  BBaaddmmiinnttoonn,,  aass  uusseedd  bbyy  tthhee  AAllll  EEnnggllaanndd  BBaaddmmiinnttoonn  CClluubb  
11,,  LLoowweerr  WWoooodd  SSttrreeeett,,  WWoooollwwiicchh,,  SS..EE  [[2266  DDeecceemmbbeerr  11887744,,  vvooll..4444,,  ((pp..3399  ooff  4444))]]  

  
⑤⑤ ミミリリキキンン＆＆ララウウリリーー  [[11887755,,  55//2222--]]  

『『新新発発明明雑雑誌誌』』にに「「ババドドミミンントトンン」」のの記記載載、、テテニニススととババドドミミンントトンンののククララブブ用用セセッットト他他  
  

  
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////  
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////  
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「「テテニニスス・・ゲゲーームム・・セセッットト  
（（ララケケッットト４４本本、、ボボーールル２２球球、、持持ちち運運びび式式支支柱柱２２本本、、ネネッットト、、くくいい、、滑滑車車、、ラライインン及及びび支支柱柱

をを打打ちち付付けけるるたためめののハハンンママーー、、及及びびルルーールルブブッックク））２２ポポンンドド２２シシリリンンググ、、優優良良品品３３ポポンンドド１１

００シシリリンンググ、、４４ポポンンドド４４シシリリンンググ、、５５ポポンンドド５５シシリリンンググ、、６６ポポンンドド６６シシリリンンググ  
テテニニススととババドドミミンントトンンののククララブブ・・セセッットト  
（（上上質質ララケケッットト４４本本、、ボボーールル４４球球、、シシャャトトルルココッックク４４個個、、持持ちち運運びび式式支支柱柱２２本本（（いいかかななるる地地

面面にに調調整整可可能能、、ままたた屋屋内内ででのの使使用用ややババドドミミンントトンンををププレレイイすするるここととががででききるる））、、ネネッットト、、くくいい、、

ラライインン、、滑滑車車、、支支柱柱をを打打ちち付付けけるるたためめののハハンンママーーとと穴穴ああけけ器器具具、、及及びびルルーールルブブッッククがが入入っったた

鍵鍵付付きき高高級級箱箱））７７ポポンンドド７７シシリリンンググ  
ババドドミミンントトンン  
１１ポポンンドド１１シシリリンンググ（（ララケケッットト４４本本、、シシャャトトルルココッックク４４個個、、持持ちち運運びび式式支支柱柱２２本本、、ラライインンココ

ーードド、、くくいい等等、、及及びびルルーールルブブッックク））、、優優良良品品はは１１ポポンンドド１１５５シシリリンンググ、、ララーージジ・・セセッットト（（ララケケ

ッットト６６本本、、シシャャトトルルココッックク６６本本））はは２２ポポンンドド１１００シシリリンンググ、、ララケケッットト８８本本ととシシャャトトルルココッックク

８８個個はは３３ポポンンドド１１００シシリリンンググ、、４４ポポンンドド４４シシリリンンググ、、５５ポポンンドド５５シシリリンンググ  
ババドドミミンントトンン用用シシャャトトルルココッッククととテテニニススボボーールル  
シシャャトトルルココッッククはは品品質質にに応応じじてて１１ダダーースス毎毎にに３３シシリリンンググ６６ペペンンスス、、４４シシリリンンググ６６ペペンンスス、、５５

シシリリンンググ６６ペペンンスス、、７７シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１００シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１２２シシリリンンググ６６ペペンンスス、、

１１５５シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１８８シシリリンンググ６６ペペンンスス。。テテニニススボボーールルはは１１ダダーースス毎毎にに５５シシリリンンググ６６

ペペンンスス、、６６シシリリンンググ６６ペペンンスス、、たたいいへへんん上上質質ななももののはは１１２２シシリリンンググ６６ペペンンスス。。ばばらら売売りりもも可可

能能。。  
ババドドミミンントトンン用用ネネッットト  
白白色色はは４４シシリリンンググ６６ペペンンスス、、色色付付ききはは５５シシリリンンググ６６ペペンンスス。。テテニニススネネッットト（（スストトレレイイトト））はは

７７シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１００シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１５５シシリリンンググ６６ペペンンスス、、２２５５シシリリンンググ。。ララケケ

ッットト・・ババッットトはは大大ききささとと品品質質にに応応じじてて１１ペペアア毎毎にに２２シシリリンンググ６６ペペンンスス、、３３シシリリンンググ６６ペペンン

スス、、４４シシリリンンググ６６ペペンンスス、、５５シシリリンンググ６６ペペンンスス、、７７シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１００シシリリンンググ６６ペペンン

スス、、１１２２シシリリンンググ６６ペペンンスス、、１１８８シシリリンンググ６６ペペンンスス、、２２５５シシリリンンググ。。  
（（以以下下、、省省略略））」」  
[[2222  MMaayy  11887755,,  vvooll..4455,,  ((pp..1155  ooff  5588))]]  

  
⑥⑥ デデ・・ララ・・ルルーー  [[11887755,,  1122//1111--]]  

キキャャベベンンデディィッッシシュュ著著『『ロローーンンテテニニススととババドドミミンントトンン』』  

  [[1111  DDeecceemmbbeerr  11887755,,  vvooll..4466,,  ((pp..88  ooff  5511))]]  
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⑦⑦ EE・・ピピアアソソンン  [[11887766,,  44//2299--]]    

  
「「AArrcchheerryy,,  LLaawwnn  TTeennnniiss,,  CCrrooqquueett,,  BBaaddmmiinnttoonn  bbyy  EE..  PPeeaarrssoonn,,  4422,,  BBaakkeerr--ssttrreeeett,,  LLoonnddoonn..  WW..」」  

[[2299  AApprriill  11887766,,  vvooll..4477,,  ((pp..1133  ooff  5566))]]  
  

⑧⑧ 『『ボボーーイイズズ・・オオウウンン・・ブブッックク』』11887766 年年版版  [[11887766,,  1122//99]]  
      ロローーンンテテニニスス、、ババドドミミンントトンン、、ゴゴルルフフ、、シシンンテティィがが記記載載さされれるる。。  

  

                [[0099  DDeecceemmbbeerr  11887766,,  vvooll..4488,,  ((pp..99  ooff  5522))]]  
  

⑨⑨ JJ・・ブブキキャャナナンン  [[11887777,,  44//2288--]]  JJaammeess  BBuucchhaannaann（（11887766 年年ににルルーールルブブッッククをを刊刊行行  [[先先行行研研究究]]  ））  

  
「「WWiinngglleessss  TTeennnniiss..  ––JJ..  BBuucchhaannaann  hhaass  aa  llaarrggee  ssuuppppllyy  ooff  tthhee  ffaasshhiioonnaabbllee  ggaammee  LLAAWWNN  
TTEENNNNIISS  nnooww  oonn  hhaanndd..  AAllssoo  BBaaddmmiinnttoonn  aanndd  CCrrooqquueett..」」「「JJ..  BBuucchhaannaann,,  AArrcchheerryy  MMaannuuffaaccttuurreerr,,  
221155,,  PPiiccccaaddiillllyy,,  LLoonnddoonn,,  WW..」」  
[[2288  AApprriill  11887777,,  vvooll..4499,,  ((pp..5555  ooff  6600))]]  
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5719世紀英国におけるバドミントンの普及に関する研究－『フィールド』紙（1873～1877年）の記事及び広告の概要について―
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３３．．結結語語  
  11887733～～11887777 年年ののババドドミミンントトンン関関連連広広告告をを見見るるとと、、爆爆発発的的ででははなないいがが、、時時代代がが下下るるににつつれれてて緩緩ややかかにに増増

加加すするるここととがが確確認認ででききたた。。広広告告をを見見るる限限りり、、「「ババドドミミンントトンン」」とといいうう名名称称はは 11887744 年年以以降降、、定定着着しし始始めめたた

よよううででももああっったた。。ままたた 11887755 年年以以降降はは、、屋屋外外でで行行わわれれるるゲゲーームムのの一一つつととししてて、、ままたた 11887766 年年以以降降はは、、ロローー

ンンテテニニススととセセッットトににししたたルルーールルブブッッククもも刊刊行行さされれ、、普普及及がが促促さされれたたももののとと考考ええるる（（表表５５をを参参照照））。。  
  

  
  
  ももっっとともも、、『『フフィィーールルドド』』紙紙ににはは特特有有ののババイイアアススがが存存在在ししたたここととににつついいててももふふれれてておおくく必必要要ががああるるだだろろ

うう。。たたととええばば、、ババドドミミンントトンン関関連連記記事事がが 11887755 年年以以降降にに減減少少ししたたののはは、、編編集集部部とと読読者者ががババドドミミンントトンンよよりり

ももロローーンンテテニニススにによよりり大大ききなな関関心心をを寄寄せせるるよよううににななっったたとといいうう事事情情をを考考慮慮すするる必必要要ががああるる。。ままたた、、広広告告のの

大大半半ががロロンンドドンンをを本本拠拠地地ととすするる業業者者にによよるるももののだだっったたこことともも同同紙紙ののババイイアアススとと考考ええるるののがが適適切切ででああろろうう。。

1100))    
  今今後後のの課課題題ととししてて指指摘摘ででききるるののははささししああたたりり次次のの 22 点点ででああるる。。ロロンンドドンン以以外外のの地地域域ででのの普普及及過過程程（（ととりり

わわけけイインンググラランンドド南南部部のの動動向向））のの検検討討とと、、ククロローーケケーー、、ロローーンンテテニニスス等等ととのの関関係係史史のの探探求求ででああるる。。ロローーンン

テテニニスス史史ににつついいててははすすででにに分分厚厚いい蓄蓄積積ががああるるがが、、いいずずれれににししててももここのの時時期期ののババドドミミンントトンンのの実実施施状状況況をを知知

るるたためめのの新新たたなな史史料料のの渉渉猟猟ががももっっとともも必必要要なな作作業業とといいええよようう。。1111))  
  
  
〔〔註註〕〕  
11))  AAddaammss,,  pp..2255..  
22))  GGuuiillllaaiinn,,  pppp..4499--5511..  
33))  松松井井〔〔22001155〕〕  
44))  同同上上  
55))  EEvveerriitttt  &&  HHiillwwaayy,,  pp..2266..  
66))  IIbbiidd..,,  pppp..22--2288..  
77))  IIbbiidd..,,  pp..3300  
88))  『『フフィィーールルドド』』紙紙がが創創刊刊さされれたたののはは 11885533 年年でであありり、、世世界界ででももっっとともも古古いい農農事事（（RRuurraall  aaffffaaiirrss））のの専専門門

紙紙ででああるる。。ススポポーーツツ作作家家ででああるるＲＲ・・ＳＳ・・ササテティィーーズズ（（RR..  SS..  SSuurrtteeeess））はは同同紙紙のの設設立立時時かかららののメメンンババーーでで

あありり、、ススポポーーツツ、、農農業業、、ロロンンドドンンのの生生活活ににつついいてて執執筆筆ししたた。。創創刊刊時時のの編編集集長長ははママーークク・・レレモモンン（（MMaarrkk  
LLeemmoonn））がが務務めめ、、11885577 年年かからら 11888888 年年ままででははジジョョンン・・ヘヘンンリリーー・・ウウォォルルシシュュ（（JJoohhnn  HHeennrryy  WWaallsshh））がが

編編集集長長をを務務めめたた。。『『フフィィーールルドド』』紙紙のの 115500 年年のの歩歩みみををままととめめたたＡＡ・・ＤＤ・・ハハーーヴヴェェイイ（（AA..  DD..  HHaarrvveeyy））にに

３．結語

　1873 ～ 1877 年のバドミントン関連広告を見ると、爆発
的ではないが、時代が下るにつれて緩やかに増加すること
が確認できた。広告を見る限り、「バドミントン」という
名称は 1874 年以降、定着し始めたようでもあった。また
1875 年以降は、屋外で行われるゲームの一つとして、ま
た 1876 年以降は、ローンテニスとセットにしたルールブッ
クも刊行され、普及が促されたものと考える（表５を参照）。
　もっとも、『フィールド』紙には特有のバイアスが存在
したことについてもふれておく必要があるだろう。たとえ
ば、バドミントン関連記事が 1875 年以降に減少したのは、
編集部と読者がバドミントンよりもローンテニスにより大
きな関心を寄せるようになったという事情を考慮する必要
がある。また、広告の大半がロンドンを本拠地とする業者
によるものだったことも同紙のバイアスと考えるのが適切
であろう。10) 

　今後の課題として指摘できるのはさしあたり次の 2 点で
ある。ロンドン以外の地域での普及過程（とりわけイング
ランド南部の動向）の検討と、クローケー、ローンテニス
等との関係史の探求である。ローンテニス史についてはす
でに分厚い蓄積があるが、いずれにしてもこの時期のバド
ミントンの実施状況を知るための新たな史料の渉猟がもっ
とも必要な作業といえよう。11)

〔註〕
1) Adams, p.25.
2) Guillain, pp.49-51.
3) 松井〔2015〕
4) 同上
5) Everitt & Hilway, p.26.
6) Ibid., pp.2-28.
7) Ibid., p.30
8) ‌�『フィールド』紙が創刊されたのは 1853 年であり、世

界でもっとも古い農事（Rural affairs）の専門紙である。
ス ポ ー ツ 作 家 で あ る Ｒ・ Ｓ・ サ テ ィ ー ズ（R. S. 
Surtees）は同紙の設立時からのメンバーであり、スポー
ツ、農業、ロンドンの生活について執筆した。創刊時
の編集長はマーク・レモン（Mark Lemon）が務め、
1857 年から 1888 年まではジョン・ヘンリー・ウォルシュ

（John Henry Walsh）が編集長を務めた。『フィールド』
紙の 150 年の歩みをまとめたＡ・Ｄ・ハーヴェイ（A. D. 

Harvey）によると、同紙を国民的な新聞にしたのはウォ
ルシュだったという。彼はもともと眼科医で、家庭の
薬と医療に関する著書を出版してもいた。彼はハンティ
ング、ホウキングを行うスポーツマンであり、既述の
ように AECC の設立時からのメンバーで、理事長

（Honorary Secretary） を 務 め て い た。 そ の た め、
AECC が催していたクローケー大会の記事はもちろん
のこと、バドミントンやローンテニスの動向を探る上
で重要な新聞であり、じっさいにクローケー史、ロー
ンテニス史の先行研究では同紙の記事や広告が数多く
取り上げられてきた。とくにウィングフィールド少佐
がローンテニスを公表してから、AECC がウィンブル
ドン大会を開催する頃まで見られたルールに関する議
論は主として『フィールド』紙上で展開されたため、
とくにローンテニスの誕生に関し、同紙は貴重な一次
資料と言える。併せて、この時期の英国におけるバド
ミントンの普及についても、とくに 1873 年を中心にす
でに同紙の記事や広告が断片的に用いられてきた経緯
がある。Harvey.

9) Todd, p.87, Prichard, p.52, Smith, p.11.
10) 松井（2017 年 (b)）
1‌�1) ‌�本稿は、スポーツ史学会第 33 回大会（2019 年 12 月 8 日）

において口頭発表した内容に加筆・修正を加えたもの
である。
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